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    令和５年度 全国学力・学習状況調査の結果   千歳市立富丘中学校

保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝申

し上げます。 

 さて、本年４月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その概要

をお知らせいたします。本校では、この調査結果を踏まえ、生徒の学力向上に向けた行動プランを作成し、学

校の教育計画や日常の授業の改善に取り組んでまいります。 

１ 教科に関する調査結果 

①正答数の分布 

全道・全国と「ほぼ同様（上位）」の分布を示しています。正答数の数によってばらつきが見られますが、平均してみる

と、正答数が 11 問、12 問、14 問の割合が高いことから、正答率は全道・全国と同程度になっていると考えられます。 

②学習指導要領の内容別の結果 

【知識及び技能】 

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項 

(2)情報の扱い方に関する事項 

(3)我が国の言語文化に関する事項 
(1)の問題は２問あり、選択式と短答式が１問ずつでした。ど

ちらも３～５ポイント全国を下回っていました。 

(2)の問題は２問あり、選択式と短答式が１問ずつでした。ど

ちらの問題も正答率が全国を上回りました。特に「具体と抽象な

ど情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる」の

正答率は全国比で７.２ポイント高くなりました。 

(3)の問題は３問あり、短答式が２問、記述式が１問でした。

どの問題も無解答率が全国より低く、その中でも「歴史的仮名遣

いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる」の正答率が全国比で９.０ポイント高くなりました。 

【思考力、判断力、表現力等】 

Ａ 話すこと・聞くこと Ｂ 書くこと Ｃ 読むこと 
Ａの問題は３問あり、うち２問の正答率が全国を下回りました。特に「聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考

えをまとめることができるかどうかをみる」については、全国比で４.３ポイント低くなりました。 

Ｂの問題は２問ありました。その中で、「読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができ

るかどうかをみる」という選択式の設問については、全国比で７ポイント高くなりました。 

Ｃの問題は選択式で２問、記述式で２問ありました。その中で、「文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確

にして考えることができるかどうかをみる」という記述式の設問では、全国比で８.５ポイント高くなりました。 

国語 全国の平均正答率と比較して「ほぼ同様（上位）」の結果でした。 

全国平均を１００
としたとき 
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【全国比で正答率が低かった問題の例】 

１ 三・四  「話すこと・聞くこと」の学習においては、「話題の設定、情報の収集」に関する指導事項が、「話すこと」、

「聞くこと」、「話し合うこと」に共通する指導事項であることに留意し、「話すこと」だけではなく、「聞く

こと」や「話し合うこと」を中心とした学習においても、何のために、何を話題として取り上げるのかを明

確にすることが必要です。また、実際にインタビューをする場面では、話し手の意図を考えながら聞き、必

要に応じて相手が言いたいことを確かめたり、足りない情報を聞き出したりすることが大切になります。 

四 正答率 
７８.２％ 
（８２.５％） 

無解答率 
１４.１％ 
（１０.８％） 

三

正
答

２

三 正答率 
７３.２％ 
（７６.６％） 

無解答率 
０.０％ 
（０.２％） 

四

正
答
（
例
）

星
野
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、
自
分
と
は
異
な
る

考
え
や
見
方
を
生
か
す
こ
と
の
大
切
さ
が
分
か
り

ま
し
た
。
私
も
社
会
で
働
く
と
き
に
は
、
仲
間
と
話

し
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
４
」
と
答
え
た
割
合
が
全
国
と
比

べ
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
で
す
。

南
さ
ん
が
、「
星
野
さ
ん
の
発
言
に
自

分
の
体
験
を
関
連
付
け
て
質
問
を
し
て

い
る
」
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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【全国比で正答率が高かった問題の例】 

３ 一 事実やそれを基に考えたことをレポートなどにまとめて書く際には、目的や意図に応じて、集めた材料を整

理し、自分の考えが伝わる文章になるように工夫することが大切です。また、読み手の立場に立って、叙述の

仕方などを確かめて、文章を整えることが重要です。

正
答
（
例
）

「
よ
ろ
づ
の
こ
と
」
を
「
笠
、
竿
、
笊
、
籠
、

筆
、
箱
、
筒
、
箸
。」
と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に

書
い
て
、
翁
が
竹
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ

て
い
た
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

正
答

４

正答率 
６１.３％ 
（５４.３％） 

無解答率 
０.７％ 
（０.６％） 

４ 三 生徒が古典に親しみをもてるようにするには、取り上げる指導事項に応じて、どのように古典の教材を活用

して授業を行うのかを考えることが重要です。古文や漢文特有のリズムを味わったり文語のきまりを知ったり

する際には、古典の原文を教材とし、古典の文章の内容を概括したり古典の文章に関する様々な事柄に触れた

りする際には、分かりやすい現代語訳や古典について解説した文章などを教材に加えるなど、指導する内容や

生徒の実態に応じて教材を工夫することが必要です。

読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
語
句
の
用
法

や
叙
述
の
仕
方
を
確
か
め
て
、
文
章
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。「
も
ち
」
を
「
も

っ
た
た
め
」
に
直
す
こ
と
に
よ
り
、「
た
め
」

の
前
後
で
述
べ
て
い
る
事
柄
の
関
係
が
原

因
・
理
由
と
そ
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
明
確

に
な
る
こ
と
を
捉
え
て
い
ま
す
。

正答率 
５８.５％ 
（５０.０％） 

無解答率 
２０.４％ 
（２０.７％） 
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①正答数の分布 

全道・全国と「ほぼ同様（下位）」の分布を示しています。全体的に全道・全国と大きな差はありませんが、正答数が４

～５問の層の割合が全道・全国より多いことが、全道・全国との正答率の差になったと考えられます。また、無解答率が

全体として全国と比べやや高くなっており、特に、記述式の問題５問すべてにおいて、無解答率が全国比で４～８ポイン

ト高くなっていました。 

②学習指導要領の領域別の結果 

【数と式】 
この領域の問題は５問あり、そのうち３問が全国比を下回

りました。特に、「目的に応じて式を変形したり、その意味を

読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することがで

きるかどうかをみる」の正答率は全国比で６.４ポイント、「結

論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返

って考え、成り立つ事柄を見いだし、説明することができるか

どうかをみる」の正答率は全国比で３.８ポイント低くなりま

した。計算の例から予想した事柄が成り立つことを確かめ、そ

の上で条件を変えたときに、予想した事柄が成り立つことを、

文字を用いた式を使って説明したり、条件を変えたときに、数

学的に表現したりすることに課題があることがわかりました。 

【図形】 
この領域の問題は３問あり、「空間における平面が同一直線上にない３点で決定されることを理解しているかどうかをみ

る」の正答率は全国比で２.４ポイント下回りました。一方、「ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することがで

きるかどうかをみる」の正答率は３.６ポイント上回りました。無解答率は全国比で７.５ポイント高かったものの、基本的

な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明することができている生徒が多いことが

わかります。 

【関数】 
この領域の問題は４問あり、「反比例の意味を理解しているかどうかをみる」の正答率は全国比で４.１ポイント、「事象

を理想化・単純化することで表された直線のグラフを、事象に即して解釈することができるかどうかをみる」の正答率は

全国比で５.４ポイント上回りました。まとめた表をもとにつくったグラフを直線で表したことがどのように考えたことに

なるかを捉えることができている生徒が多いと考えられます。 

【データの活用】 
この領域の問題は３問ありましたが、その中で「累積度数の意味を理解しているかどうかをみる」と「四分位範囲の意

味を理解しているかどうかをみる」という短答式２問の正答率に大きな差が見られました。前者の正答率は全国比で１８.

８ポイント低く、後者の正答率は全国比で６.３ポイント高くなりました。どちらの語句もデータの活用の領域において基

本的な学習事項ですが、学習した年次のちがいによって正答率の差が出たものと考えられます。３年間を通した継続的な

学びが課題であることがわかります。 

数学 全国の平均正答率と比較して「ほぼ同様（下位）」の結果でした。 

全国平均を１００
としたとき 
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【全国比で正答率が低かった問題の例】 

６（２）数に関する事象を考察する場面において、ある事柄が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説明する問題で

す。説明１を参考にして、計算した式「３ｎ＋６」を「３（ｎ＋２）」と変形し、ｎ＋２は整数であることを

記述し、その上で成り立つ事柄として、「３（ｎ＋２）は３の倍数であること」を記述する必要がありますが、

必要な説明が書けない生徒や、無解答の生徒が多く見られたことが課題と考えられます。また、説明文章が

不足し、「３ｎ＋６は３の倍数である」という記述で解答している生徒も多く見られました。

正答率 

７０.７％ 

無解答率 

６.０％ 

正答 

18＋18＝36 

正答（例） 

＝３ｎ＋６ 
＝３（ｎ＋２） 
ｎ＋２は整数だから、３（ｎ＋２）は３の
倍数である。 
したがって、はじめの数にかける数が２、
たす数が６ならば、計算結果はいつでも
３の倍数である。 

正答率 
５２.４％ 
（５８.８％） 

無解答率 
１８.２％ 
（１０.６％） 
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【全国比で正答率が高かった問題の例】 

９（１）合同な図形の性質や平行線の性質などを用いて、厚紙で作った２つの二等辺三角形を使ってひいた２つの直線

について考察する問題です。「∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ」の根拠として、「△ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の

対応する角は等しい」を、「ＢＣ//ＡＥ」の根拠として、「錯角が等しい」を記述することができている生徒が

多く見られました。

正答（例） 

△ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は等しいから、 

∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ 

よって、錯角が等しいから、 

ＢＣ//ＡＥ 

正答率 
３５.７％ 
（３２.１％） 

無解答率 
３２.２％ 
（２４.７％） 
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①正答数の分布（聞くこと・読むこと・書くこと）   （話すこと） 

「聞くこと・読むこと・書くこと」は、全道・全国と「同様」の分布を示しています。正答数の数によってばらつきが見

られますが、平均してみると、正答率は全道・全国とほぼ同様になっていると考えられます。 

「話すこと」の正答数については、全国と比べて０問の割合が１５％程度少なく、１問の割合が１５％程度多くなって

おり、平均正答率は全体として、全国と比べやや高くなっていました。 

②領域別の結果 

【聞くこと】 
この領域の問題は選択式で６問あり、正答率を全国比で見る

と、３問が上回り、３問が下回りました。情報や単語を正確に

聞き取ることに課題が見られる一方、「日常的な話題について、

自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を聞き取る

ことができるかどうかをみる」の正答率は全国比で１４ポイン

ト、「社会的な話題について、短い説明の要点を捉えることがで

きるかどうかをみる」の正答率は全国比で６ポイント、ともに

上回りました。 

【読むこと】 
この領域の問題は選択式で６問あり、そのうち５問の正答率

が全国比で下回りました。英文を読んで、事実と考えを区別し

たり、日常的な話題について自分の置かれた状況から判断した

り、短い文章の概要を捉えたりする力に課題が見られることがわかりました。 

【話すこと［やり取り］】 
この領域の問題は４問あり、やり取りの場面において、即興で伝えあうことや、考えとその理由を述べあうことなどが

できるかどうかをみる問題でした。その中で特に、「日付に関する基本的な表現を理解するとともに、その知識をやり取り

の場面において活用できる技能を身に付けているかどうかをみる」の正答率は全国比で１０ポイント上回りました。また、

無解答率は全国比ですべて８ポイント程度低くなっていました。 

【話すこと［発表］】 
この領域の問題は１問あり、社会的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を話すことができるかどうか

を把握するために、環境問題についてのプレゼンテーションを聞き、話し手の意見に対する自分の考えとその理由を伝え

る問題でした。無解答率は全国と比べ８.５ポイント低かったですが、正答率は２.８ポイントと全国を１.４ポイント下回る

結果でした。条件を満たして解答することができている生徒は少なかったと考えられます。 

【書くこと】 
この領域の問題は５問あり、短答式が３問、記述式が２問でした。正答率を見ると、与えられた英語を適切な形に変え

たり、不足している語を補ったりして、会話が成り立つように英文を完成させる力に不足が見られました。また、「英文を

読み、書き手の意見に対する自分の考えと理由を書く問題」や、「日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、

まとまりのある文章を書く問題」では、無解答率が全国比でやや高かったものの、長文でありながらも必要な条件を満た

して解答できている生徒も見られました。 

英語 全国の平均正答率と比較して「同様」の結果でした。 

全国平均を１００
としたとき 
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【全国比で正答率が低かった問題の例】 

９（１）与えられた英語を適切な形に変えたり、不足している語を補ったりして、会話が成り立つように英文を完成

させる問題です。①では、未来表現（be going to）の肯定文を正確に書くことができるかどうか、②では、

疑問詞を用いた一般動詞の２人称単数過去形の疑問文を正確に書くことができるかどうかを把握することを

ねらいとしていますが、正しい語順で文を構成する力に課題が見られます。 

①正答（例） 
・am going to visit 
・will visit 

正答率 
３７.１％ 
（４０.４％） 

無解答率 
４.９％ 
（６.６％） 

正答率 
１７.５％ 
（２０.９％） 

無解答率 
８.４％ 

（１０.９％） 

②正答（例） 

・Where did you buy 

話すこと２ 社会的な話題に関して聞いたことについて、考えとその理由を話すことができるかどうかを把握するた

めに、環境問題についてのプレゼンテーションを聞き、話し手の意見に対する自分の考えとその理由を伝え

る問題です。正答例に記載しているような表現や、おおむね正確な英語（コミュニケーションに支障をきた

すような語や文法事項等の誤りがない）で解答できる生徒は少数でした。 

正答（例） 
・I like your idea. Many people in Japan use plastic bags. We must change 
our actions to protect the environment in New Zealand. 
・I don’t agree with you because a lot of stores in Japan sell eco-friendly 
plastic bags. 

正答率 
２.８％ 
（４.２％） 

無解答率 
１０.３％ 
（１８.８％） 
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【全国比で正答率が高かった問題の例】 

７ （１）文と文との関係を正確に読み取り、短い文章の概要を捉える問題です。概要を捉える際には、各パラグラフ

の構造を捉えることが重要であり、文と文との関係を正確に読み取ることは、その構造を捉えるために必要な

技能の一つです。この問題では、空所の後に位置する people can read books on sofas, on tatami mats or in 

the library cafeteria. という英文が、空所の前に位置する There are many kinds of spaces, too. という英文
の具体的な情報を示しているという読み取りができている生徒が多数見られました。 

３ ４ 日常的な話題について必要な情報を聞き取ったり、社会的な話題について短い説明の要点を捉えることがで

きるかどうかをみる聞き取り問題です。「必要な情報を聞き取る」には、話されることの全てを聞き取ろうと

するのではなく、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて必要な情報を聞き取ったり、自分

の置かれた状況などから、何が自分にとって必要な情報であるのか判断した上で聞き取ったりすることが求

められます。同様に、「要点を捉える」には、ある程度の情報が入ったまとまりのある説明文などから、より

重要な情報は何かを判断する必要があります。 

正答率 
５５.２％ 
（４１.２％） 

無解答率 
０.０％ 
（０.２％） 

３ 正答 ３ 

正答率 
６０.８％ 
（５４.８％） 

無解答率 
０.０％ 
（０.４％） 

４ 正答 ２ 

正答率 
６６.４％ 
（５９.８％） 

無解答率 
０.０％ 
（０.３％） 

正答 ２ 
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２ 課題と今後の取り組み 

【国語】 

 ■事象や行為、心情を表す語句や、文脈に即した漢字を書いたりすることに課題が見られます。事象や行為、心情を表

す語句の量を増すとともに、語句の辞書的な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うことを通し

て、語感を磨き語彙を豊かにすることが必要です。第１学年では、学校図書館などを利用し、多様な情報を得て、考

えたことなどを報告したり資料にまとめたりする活動を、第２学年では、本や新聞、インターネットなどから集めた

情報を活用し、出典を明らかにしながら、考えたことなどを説明したり提案したり活動を、第３学年では、実用的な

文章を読み、実生活への活かし方を考える活動に取り組みます。 

 ■話の内容を捉え、知りたい情報に合わせて効果的に質問することや、聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の考

えをまとめることに課題が見られます。必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え、共通点や相違

点などを踏まえて、自分の考えをまとめる活動などに取り組みます。 

【数学】 

 ■累積度数の意味を理解し、値を求める問題において、正答率が全国比で大きく下回りました。不確定な事象について

データに基づいて考察する場面では、度数分布表やヒストグラムを作成し、データの特徴や分布の傾向を読み取り、

批判的に考察し判断できるようにすることが大切になります。 

 ■構想を立てて説明し、問題解決の過程や結果を振り返って考えることに課題が見られます。数に関する事象を考察す

る力を伸ばすために、成り立ちそうな事柄を予想し、予想を確かめ、事柄が成り立つ理由について筋道を立てて考え

説明することや、問題解決の過程や結果を振り返り、事象の特徴を的確に捉える活動などを充実させていきます。 

【英語】 

 ■聞くことや読むことの領域においてやや課題が見られます。情報を正確に聞き取ったり、読み取ったりする力を伸ば

すために、音声や語彙、表現、文法や言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、聞くことや読むことに

よる実際のコミュニケーションにおいて活用する活動を充実させていきます。 

 ■話すことの領域においては、即興で伝えあう力を伸ばすことが求められます。そのために、関心のある事柄について

相手からの質問に対し、その場で適切に応答したり、関連する質問をしたりして、互いに会話を継続する活動や、社

会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことから把握した内容に基づき、読み取ったことや感じたこと、考えたこ

となどを伝えた上で、相手からの質問に対して適切に応答したり自ら質問し返したりする活動を進めていきます。 

３ 児童生徒質問紙の結果 

【生活習慣】 

□毎日朝食をきちんと食べたり、就寝時間や起床時間が決まっているなど、規則正しい生活リズムで過ごすことができ

ている生徒が多く見られます。活気ある前向きな生活を送るためにも、より一層の家庭での規則正しい生活リズムの

確立がのぞまれます。また、読書の習慣はあるものの、新聞を読む割合は全道・全国と比べ大幅に少ない傾向です。 

【学習習慣】 

□「家で自分で計画を立てて勉強している」生徒の割合が、全道・全国よりやや低くなっており、昨年度より約１０％

下回りました。また、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をす

るか（２時間以上の割合）」「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をするか（２

時間以上の割合）」が、全道・全国と比べどちらも約１０％下回っていました。 

□学校での学習内容を定着させていくためにも、ある一定時間以上の家庭学習の時間は必要です。これからは、目標時

間をしっかりと定めることで、学習にむかう意欲を向上させ、家庭学習の充実にもつなげてほしいと思います。 

【自己有用感・規範意識等】 

□「自分にはよいところがある」「先生はよいところを認めてくれている」「将来の夢や目標を持っている」「人の役に立

つ人間になりたい」と考えている生徒の割合が多く、自己有用感を感じている生徒が多いです。また、「人が困ってい

るときは進んで助ける」「自分と違う意見について考えるのは楽しい」「いじめは絶対に良くない」と考えている生徒

も多く、挑戦心や達成感、規範意識の強い生徒が多いことが分かります。 

□「学校に行くのは楽しい」と答えている生徒の割合が昨年度よりやや増加しています。また、「困りごとや不安がある

時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」「友達関係に満足している」「普段の生活の中で、幸せな気持ち

になることがよくある」と回答した生徒の割合が全道・全国と比べ大幅に高いことから、コロナ明けの日常において、

さまざまな活動が再開されていく中で、生徒が安心して学校生活を送ることができてきたことが伺えます。今後も生

徒が生き生きと過ごすことができるような工夫をしていきたいと思います。
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４ 質問紙調査結果と教科に関する調査結果のクロス分析 

「児童生徒質問紙の回答結果」と「各教科の平均正答率」との関連性を図ることで、本校における指導と成

果の一体化について把握・分析し、今後の学校活動での教育効果の充実と改善を検討していきます。今年度の

特徴的なものについて、一部記載いたします。 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

「自己有用感」や「夢や目標」などの質問では、肯定的な回答が全国よりも高い傾向にありました。また、「当

てはまる」と回答した生徒の正答率との関連性を見ると、全国と比べてやや高い状況がわかります。自分に自信を

持ち、目標に向かって取り組んでいる成果と、各教科の学習効果との関係性が表れています。 

「学習の計画性」や「工夫した発表」などの質問では、肯定的な回答が全国よりも低い傾向にありました。しか

しながら、「当てはまる」と回答した生徒の正答率との関連性を見ると、全国と比べて非常に高い状況がわかりま

す。計画的に学習に臨むこと、相手に伝わるような工夫した発表を心がけるなど、これまでの学校教育活動でも重

点的に進めてきたことについて、さらなる充実が求められていることが再認識できます。 
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全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

全国      全国      全国 

国語      数学      英語 

学校では今後も家庭や地域の皆様と協力し、生徒一人一人とよい形で関わりながら、生徒それぞれが

夢や目標を実現できる学校づくりを目指して参ります。ご家庭でも、お子様の夢や目標について、親子

で話す機会をさらに設けていただき、前向きに目標を持った中学校生活を送っていけるよう、いっそう

の支えとなっていただければと思います。 

「自ら解決に取り組む」や「自分の考えをまとめる」などの質問では、肯定的な回答が全国よりも高い傾向にあ

りました。また、「当てはまる」と回答した生徒の正答率との関連性を見ると、全国と比べて非常に高い状況がわ

かります。今年度の研究主題「学びに向かう力の育成」の具体的な取組の一つである「振り返りシートの活用」な

どにより、生徒が主体的に学習に取り組む姿勢が培われていることの有用性が判断できる結果となりました。 

「総合的な学習の時間への取組」の質問では、肯定的な回答が全国よりも高い傾向にありました。また、「当て

はまる」と回答した生徒の正答率との関連性を見ると、全国と比べて非常に高い状況がわかります。教科の時間に

よる学習だけではなく、家庭学習の取組や他教科との関連性、総合的な学習の時間での横断的な取組などによっ

て、学習効果がさらに高まることがあらためて推察できる結果となりました。 


